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巻頭言

深いりコーヒー

館長 澤田 均

 
新入生の皆さん、ようこそ静岡大学へ。今日の

セミナーをきっかけに図書館を大いに利用し、数

多くの本と出会い、幅広く学んでください。過日、

私も森 章さんの『生物多様性の多様性』という

本を見つけ、多くのことを学びました。そのこと

を紹介しましょう。 
生物多様性条約や SDGs（持続可能な開発目標）

からもわかるように、生物多様性の保全は人類が

早急に取り組むべき重要課題です。ところが、生

物多様性の意味は人によって様々、曖昧な概念で

す。本書は、そんな生物多様性の捉え方、評価の

仕方、成り立ち、人間社会への恩恵（生態系サー

ビス）を分かりやすく丁寧に解説した良書です。

導入はアフリカ・サバンナでのトロフィーハンテ

ィング。保全と利用のジレンマに引き込まれます。

続く３つの章が核心部。群集生態学の最前線と人 

 
間社会との関わりを学べます。森さんの知床・羅

臼岳でのフィールド研究も紹介され、ヒグマ対策

の訓練も出てきます。私自身、もっと深く知りた

いと思う箇所が多数ありました。その１つが 156
ページのコーヒー園の研究です。 

皆さんの中にもコーヒー好きの人がいるでし

ょう。コーヒーを飲むとリフレッシュしますね。

花や実を想像しながらゆっくり味わうのもよい

ものです。そのコーヒーの大害虫といえばコーヒ

ーノミキクイムシ。このキクイムシ（木食い虫）

は体長 2 mm ほどの甲虫の１種で、コーヒーの実

を専門に食べ、甚大な被害を与えます。本書では、

スタンフォード大学の研究者を中心とするグル

ープによる、中米コスタリカのコーヒー園での研

究が紹介されています。どんな研究かというと、

キクイムシを鳥が捕食する、森林が多く残存して 
いると鳥がよく保全され、キクイムシを防除し、

コーヒー豆の損失を抑えてくれるというもので

す。自然地を残すことで天敵が保全され、害虫を

防除する、そのサービスの経済的価値は高く、コ

ーヒー生産と保全が両立するそうです。 
さらに深く知るにはどうするか。良い方法があ

ります。自分で質問を考えてみるのです。例えば、

「キクイムシの一生はどのようか」、「コーヒーの

実をどのように食べるのか」、「なぜコーヒー中毒

にならないのか」、「どんな種類の鳥がキクイムシ

を食べるのか」、「なぜ食べたとわかるのか」、「ど

の時期のキクイムシを食べるのか」、「鳥はコーヒ

ーの実も食べるのか」、「殺虫剤は散布しているの

か」、「どうやって経済的価値を見積もるのか」。

少し知識があれば、「鳥が増えると、他の天敵（ア
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リや寄生バチ）に悪影響が出ないのか」、「鳥は花

粉を媒介するハチを食べないのか」のように。す

ぐに 10 個思いつきますね。質問を考えることで、

より深く理解できるようになります（詳しくは、

野矢茂樹さんの『大人のための国語ゼミ』を参照

してください）。 
次に調べてみましょう。キクイムシの一生はこ

のようです。雌成虫が実に穴を開け、産卵します。

孵化した幼虫は実を食べて成長し、やがて成虫に

なります。雌には翅があり、実の中で（飛べない）

雄と交尾後、その実から飛び去り、別の実に産卵

します。では、鳥はどの時期に捕食するのか。実

から飛び去って分散する時期（や産卵中）のよう

です。そんな捕食の現場を押さえるのは、ほぼ不

可能ですね。そこで、研究グループは鳥の糞に含

まれる（餌動物の）DNA に着目しました。キク

イムシの DNA が見つかれば、捕食の証です。鳥

75 種、コウモリ 13 種から総数 522 個の糞を採取

し分析したところ、キイロアメリカムシクイなど

5 種の鳥が捕食者と分かりました。 

さて、このコーヒー園の研究成果は他の農園に

も当てはまるでしょうか。昨年、国際チームによ

る論文が米国科学アカデミー紀要に発表されま

した。日本の水田やソバ畑を含む 31 か国 6,700
か所余りのデータを集めて調べたところ、予想に

反して、結果はまちまち。自然地の残存率が高い

と害虫防除サービスが低下し、減収する事例もあ

りました。では、どんな場合に作物の収量を高め、

どんな場合に低下させるのか。これを解き明かす

のが、今後の課題です。 
人間は地球上のあらゆる生き物に影響を与え、

しばしば絶滅に追いやってきました。森さんが最

後に「数多の種との共存をできるだけ長く穏やか

にするための努力が、我々人間という生物種には

危急に求められている」と述べているように、私

たちには謙虚であること、賢くなるための努力が

必要でしょう。皆さん、これから図書館を大いに

利用し、存分に学んでください。 
※ご紹介した本は附属図書館（静岡本館・浜松分館）

で所蔵しています。どうぞご利用ください。 

図書館セミナー

図書館では一年を通して各種のセミナーを開催

しています。 月から 月にかけて実施する図書

館利用セミナーベーシック編では、図書館のサー

ビスや施設の紹介と、テーマに沿った図書を検索

する実習を行います。新入生セミナーの コマで

の実施です。

月から 月にかけてのアドバンス編では、主

に日本語論文の探し方を実習します。さらに静大

にない資料の入手方法など、図書館をより便利に

活用する方法が分かります。クラスやゼミ単位、

個人でも申込みができます。

月から 月にかけては、外部から講師を招

いてデータベースセミナーを開催します。専門的

な研究や、レポート・論文の作成に役立ちます。

また就活やインターンシップに役立つデータベー

スのセミナーも行います。

また数年前よりショートセミナーを実施しています。

「新聞の利用」や「日本語論文の探し方」など、内容をコンパクトにまとめた 分から 分ほどの気

軽に参加できるセミナーです。

ぜひ図書館のセミナーに積極的にご参加いただくと同時に「こんなセミナーをやってほしい」といっ

た要望もお寄せください。

ショートセミナーの館内案内 
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＜浜松分館で改築・改修完成記念式典を挙行＞

 
附属図書館浜松分館が平成 30 年 6 月 28 日にリニューアルオープンしたことを記念して、完成記念

式典を同日に挙行しました。 
式典は、藤井彰浜松工業会会長を来賓に迎え、石井潔学長をはじめとする大学関係者等の出席のも

と、附属図書館浜松分館2階のセミナールームを会場として開催しました。はじめに石井学長の式辞、

続いて藤井会長から来賓祝辞が述べられ、また、髙松分館長から施設概要について説明がありました。 
引き続き、新棟1階で、学生代表も交えてテープカットが行われ、その後、内覧会にて、新棟の施設

や設備等について、職員から案内・説明がありました。 

 
 

今回のリニューアルの注目の施設として、1 階の新聞コーナー・新着雑誌コーナーや読書テラス、2
階のグループ学習室、3階の個人ブースなどがあります。新しくなった浜松分館を、是非、ご利用くだ

さい。 
 

＜附属図書館ホームページリニューアル＞

 
図書館のホームページ（ ）もリニューアルされました。

新しいホームページは、パソコンからスマホまで、どの端末でも

見やすくなりました。目的別の つのメインメニューから、知りた

い情報へ素早くアクセスできるようになっています。

ぜひご活用ください。 
 
 
 

「テープカット：左から髙松分館長、石井学長、藤
井会長、山尾南雲（情報学部学生）、佐藤優介（工
学部学生）、澤田館長」 

新聞コーナー・新着雑誌コーナー 
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＜図書館利用学生モニター活動報告＞

図書館利用学生モニター（以下「モニター」といいます）による、平成 年度における活動状況について紹介

します。図書館の運営、選書、サービス等に関心のある皆さん、是非モニターとして活動に参加してください。

[浜松] 七夕の笹飾り  
モニターと職員で構内の竹林から竹を切り出

し、図書館へ運びました。大きな竹を整形して七夕

飾りを結ぶと、ギャラリーは華やかになり、多くの

学生が短冊に願いごとを書いて楽しみました。 
 

[静岡・浜松] モニター選書 
モニターが書店に直接出かけて、学生用図書を選

書しました。生き方論や文学など学生に読んでほし

い図書が選ばれました。選書後は、推薦の言葉を添

えて展示すると多くが貸出され、好評でした。 

 
 

 
 

モニター会議 
館長、分館長が主催する会議です。モニターと館長又は分館長、図書館スタッフの間で、 

様々な話題で意見交換を行いました。 
<モニターからの主な意見> 

[静岡本館] 
・授業の指導方法や宗教などの分野の図書の拡充を希望。 
・研究室貸出の図書が利用できるか分かりやすくしてほしい。 
・出版社フェア、防災に関する本と関連グッズなど図書館へ 

来館したくなるような展示テーマについての提案。 
 [浜松分館] 
・リニューアル後の図書館エリアの活用状況 
・学生モニターによる図書館ツアーの提案 
・レポートや学習の息抜きに読める図書があると良い（図書を身近に感じられる）。 
・次年度に向けて、モニター企画イベントを積極的に情報発信・周知したい。 
 
 

 

[静岡] 福袋企画 
昨年に続き、モニターが１人 3 冊選定した図書を

ラッピングし、利用者にコメントだけで中身を想像

して好きなものを借りてもらう「福袋企画」を実施

したところ、大好評でほとんどが貸出中となりまし

た。 
 

 
 

[浜松] しおり作り 
テクノフェスタの開催に合わせて、モニター主

催の企画「しおりを作ろう 」を図書館ラウンジで

開催しました。お子様からご高齢の方まで、たくさ

んの方に参加頂き、素敵なしおりが完成しました。

おすすめ本の紹介 
も行いました。 
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＜図書館ギャラリー企画展報告＞

平成 年度に開催された図書館ギャラリー企画展示を紹介します。図書館ギャラリーは、本学学生・教

職員の学習・研究成果の発表の場として設置しています。サービスカウンタで申込ができます。お気軽に

ご相談ください。

【静岡本館ギャラリー】

開催期間 企画展名 主催

第 回
平成 年

月 日～ 月 日
ふたり展 教育研究科大学院生

第 回 月 日～ 月 日
分でわかる！学生・教職員のための

新聞利用セミナー
附属図書館

第 回 月 日～ 月 日 星垂火（ホタルビ） 教育学部美術専攻学生

第 回 月 日～ 月 日 視えない世界を視る –個展 土屋美咲希 教育研究科大学院生

第 回 月 日～ 月 日 「もしも富士山がなかったら」展 人文社会科学部学生

第 回 月 日～ 月 日 分でわかる！日本語論文の探し方 附属図書館

第 回 月 日～ 月 日
司書が案内する図書館の奥まで探検ツアー

（キャンパスフェスタ 静岡）
附属図書館

第 回
平成 年 月 日～

平成 年 月 日

地方議会の課題と展望

～若者の視点から考える～

人文社会科学部法学科

政治思想ゼミ

第 回 月 日～ 月 日
国際交流生と書文化専攻生による

『書文化を今』
教育学部書道専攻教員、学生

【浜松分館ギャラリー】

 開催期間 企画展名 主催 

第 回
平成 年

月 日～ 月 日
静大浜松モデラーズクラブ 2018 年作品展夏 静大浜松モデラーズクラブ

第 回 月 日～ 月 日
私が見た浜松キャンパス 

History of Hamamatsu Campus 
附属図書館

第 回 月 日～ 月 日 写真部 写真展 2018 静岡大学写真部

第 回
平成 年

月 日～ 月 日

情報学部「博物館実習」企画展示 
古今☆淑女 –活躍する女性たち– 

年度情報学部「博物館実習」

受講生・情報学部髙松研究室

第 回 月 日～ 月 日
写真部 モノクローム写真展 

Monochrome Photography Exhibition 
静岡大学写真部
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◇今井駿 （名誉教授）
・四川紀行 而立書房 著者 静・開架
【 】

◇井柳美紀 （人文社会科学領域）
・熟議の効用、熟慮の効果 勁草書房 執
筆 静・開架 【 】

◇岩井淳 （人文社会科学領域）
・ピューリタン革命の世界史 ミネルヴァ書

房 著者 静・開架 【 】
◇宇都宮 裕章 （教育学領域）
・生態学的言語論が語る学びの未来 風間書

房 著者 浜・開架 【 】
◇大薗正彦 （人文社会科学領域）
・ことばのパースペクティヴ 開拓社 執
筆 静・開架 【 】

・サッカーを楽しむドイツ語 三修社 著
者 静・開架 【 】

◇太田美帆 （農学領域）
・変化を生きながら変化を創る 法律文化
社 執筆 静・開架 【 】

◇大野旭 （人文社会科学領域）
・「知識青年」の 年 岩波書店 著者
静・開架 【 】

・「中国」という神話 文藝春秋 著者 静・
開架 【 】

・『十善福白史』と『輝かしい鏡』 風響社
編 静・開架 【 】

・
著者 静・開架

【 】
・Монгол хун ба соëлын
хувьсгал Монсудар
著者 静・閉架 【 】

・紅衛兵新聞 風響社 編 静・開架
【 】

・在中國與蒙古的夾縫之間 八旗文化 遠足
文化事業 著者 静・開架【 】

・ 오랑캐 주변국지식인이쓴反중국역사
우상규옮김 著者 静・閉架

【 】
◇大矢恭久 （理学領域）
・静岡県における防災・減災と原子力 静岡
学術出版事業部 編 静・開架
【 】

◇奥田裕子 （名誉教授）
・歌人 うたびと の中の歌人 うたびと 朝
日出版社 著者 静・開架 【 】

◇清水惠枝 （情報学領域）
・文書と記録 樹村房 共著 浜・開架
【 】

◇白井千晶 （人文社会科学部）
・「児童養護施設における性的マイノリティ

に関するヒアリング調査」報告書
レインボーフォスターケア 執筆 静・
開架 【 】

・「不妊当事者の経験と意識に関する調査」
報告書 白井千晶 著者 静・開架

【 】
・「不妊当事者の経験と意識に関する調査」

報告書 白井千晶 著者 静・開架
【 】

・静岡県における外国人 被害女性の相談・
支援に関する調査報告書 白井千晶 編
静・開架 【 】

・卵子の提供を受けて母親になるということ
白井千晶 著者 静・閉架
【 】

◇田中伸司（人文社会科学領域）
・リュシス 恋がたき 講談社 訳 浜・
開架 【 】

◇遠山弘徳 （人文社会科学領域）
・モラル・エコノミー 出版 共訳 静・
閉架 【 】

・入門社会経済学 ナカニシヤ出版 共著
静・開架 静・閉架 【 】

◇長崎栄三 （元教員）
・我が国における各教科のデジタル教科書の
活用及び開発に関する総合的調査研究 教
科書研究センター 研究主査 静・閉架
【 】

◇永津雅章 （工学領域）
・プラズマ診断の基礎と応用 コロナ社
執筆 静・開架 【 】

・大気圧プラズマの技術とプロセス開発 シ
ーエムシー出版 執筆 浜・開架
【 】

◇花方寿行 （人文社会科学領域）
・我らが大地 晃洋書房 著者 静・開架
静・閉架 【 】

◇原秀三郎 （名誉教授）
・日本古代の木簡と荘園 塙書房 著者
静・閉架 【 】

◇藤井 基貴 （教育学領域）
・教育現場の防災読本 京都大学学術出版
会 執筆 静・開架 【 】

◇松本和明 （人文社会科学領域）
・近世諸国えびす御神影札頒布関係史料集

西宮神社 執筆 静・閉架
【 】

・近世諸国えびす御神影札頒布関係史料集
西宮神社 執筆 静・閉架

【 】
・西宮神社御社用日記 第 巻 清文堂出
版 編 静・閉架 【 】

・西宮神社御社用日記 第 巻 清文堂出
版 総監修 静・閉架 【 】

・西宮神社御社用日記 第 巻 清文堂出
版 総監修 静・閉架 【 】

・西宮神社文書 第 巻 清文堂出版 総
監修 静・閉架 【 】

教員等著作寄贈図書一覧

 

この度は著作物をご恵贈していただき誠にありがとうございます。 
図書館では学内出版物及び学内関係者が執筆した図書を収集しています。

今後も著作を刊行された際には是非ご恵贈くださるようお願いします。 
（寄贈図書一覧は館別、著作者のお名前の五十音順に配列しています） 
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・西宮神社文書 第 巻 清文堂出版 総
監修 静・閉架 【 】

◇松家由美子 （融合・グローバル領域）
・映画英語アカデミー賞 第 回 フォー

インスクリーンプレイ事業部 発売 共
著 浜・開架 【 】

・映画英語アカデミー賞 第 回 フォー
インスクリーンプレイ事業部 発売 共
著 浜・開架 【 】

・映画英語アカデミー賞 第 回 フォー
インスクリーンプレイ事業部 発売 共
著 浜・開架 【 】

・先生が薦める英語学習のための特選映画
選 フォーインスクリーンプレイ事業

部 発売 共著 浜・開架
【 】

◇間庭充幸 （名誉教授）
・日本政治の深層病理 書肆クラルテ 著

者 静・開架 【 】
◇村井大介 （教育学領域）

・ 世紀の教育に求められる「社会的な見
方・考え方」 帝国書院 執筆 静・開
架 【 】

・初等社会科教育 ミネルヴァ書房 執筆
静・開架 【 】

◇矢野敬一 （教育学領域）
・飯田・下伊那の昭和 樹林舎 執筆 静・

開架 【 】
◇山﨑保寿 （名誉教授）

・『社会に開かれた教育課程』を実現する教
育環境 静岡学術出版 編 静・開
架 【 】

◇吉田崇 （人文社会科学領域）
・現代高校生の進路と生活 高校問題研究

会 執筆 静・閉架 【 】
・高校生たちのゆくえ 世界思想社 執筆

静・開架 【 】

図書館の動き

・平成 年度第４回附属図書館委員会
＜平成 年 月 日（水）＞
○審議事項
１．平成 年度第３回議事要旨について
２．平成 年度事業計画について
○報告事項
１．平成 年度事業報告について
２．平成 年度図書館利用セミナー等の年間実

施報告について
３．平成２９年度附属図書館ギャラリー活動に

ついて
４．浜松分館第二期工事について

・平成 年度第１回附属図書館委員会
＜平成 年 月 日（水）＞
○審議事項
１．平成 年度第４回議事要旨について
２．附属図書館関連委員会委員等の選出につい

て
○報告事項
１．第三期中期目標期間における附属図書館の
年度計画について

２．平成 年度事業計画について
３．学術リポジトリの登録状況について
４．研究費等による図書の購入について（備品

登録のお願い）

・平成 年度第 回附属図書館委員会
＜平成 年 月 日（木）＞
○審議事項
１．平成 年度第 回議事要旨について
２．平成 年度附属図書館経費決算について
３．平成 年度附属図書館経費予算について
４．平成 年度学生用図書購入費の配分につ

いて
５．図書の不用決定について
６．静岡大学附属図書館閲覧の手続等に関する

細則の一部を改正する細則 案 について
７．静岡大学附属図書館浜松分館閲覧の手続等

に関する細則の一部を改正する細則 案 に
ついて

○報告事項
１．附属図書館利用状況について
２．研究室貸出図書の点検について
３．浜松分館完成記念式典について
４．キャリア形成支援図書の推薦について

・平成 年度第３回附属図書館委員会
＜平成 年 月 日（木）＞
○審議事項
１．平成 年度第２回議事要旨について
２．平成 年度附属図書館の開館日程につい

て
３．図書の不用決定について
４ 情報基盤センター運営委員会審議事項につ

いて
５．学生用図書費による平成 年度のデータ

ベース購入について
○報告事項
１．平成 年度図書館利用セミナーの実施につ

いて

２．静大フェスタ 図書館イベントについて

３．図書館ホームページのリニューアルについ

て

４．自己評価進捗状況
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